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In this paper， we describe a method of disambiguity for kana-kanji transformation of 
non-segmented Japanese kana sentences by 2nd-order markov model. 
The experimental results using the newspaper articles show that this method is useful 
for disambibuity of the kana-kanji string candidates transformed from non-segmented 



































【定義 1】日本語文 S=X1X2・ Xnにおいて、すべての文字 Xi (1 ~i 壬 n) が音節文字であ
るとき Sを音節文、または全ての Xiが{漢字、ひらかな、カタカナ、英数字、記号等〉のいず
れかの文字で表されるとき Sを漢字かな交じり文と呼び、 nを文 Sの長さと呼ぶ。 Sの中の連
続した文字の部分列 XiX 1+1・ Xi+qが自立語(詞名詞、動詞、形容詞、形容動詞、副詞、
連体詞、接続詞、感動詞、形式名詞〉と付属語(辞) = (助詞、助動詞、接辞〉から構成され
る一つの単位を文節Bを呼び、 B= {X iX i+l・ Xi+q} と書く。但し、 Bには自立語は必ず含
まれるが、付属語は必ずしも含まれるとは限らない。(定義終)










声出力[8 ]で用いる 110音節をかな表記として用いる o
【定義 2】単語辞書が音節列をキ一見出しとして、漢字かな表記の単語を読み出せるとき、
文節候補 B X1X2..'Xnの中の部分音節列 Cj=XkXk+1....XIr.+rをキーとして辞書引きに成功
したとき、音節列 Cjを「キー」とする漢字かな単語候補 qjの集合を{q j ( Cj) }と表す。 Bを
互い重なり部分がない音節部分列に分割B= C 1十 C2十・・・+C sしたとき、全ての Cに対し
て単語辞書に各単語候補 q (C j) が全て存在する場合，一連の単語候補列 q (Cj) q (C2) ・
• • q (C s)を文節当たりの漢字かな候補列と呼ぶ。その時のBの音節部分列への分割数sを単
語分割数と呼び、文節における最小の単語分割数を最小分割数と呼ぶ。(定義終)
新聞記事77日分を用いた漢字かなの 2重マルコフ連鎖確率の辞書(文節単位〉の学習の飽
和特性をそれぞれ図 lに、また O重、 l童、 2重のエントロビーをそれぞれ表 1に示す。同図
より約 80%~90%の所でほぼ飽和していることがわかり，同表より 2 重連鎖マルコフ連鎖
確率は 1重に比べてかなりエントロビーが小さく絞り込み能力が高いと推察される。
【定義 3】文節候補列を B=X1X2・・・・ Xnとし、 Bの確からしさを表すコスト C (B) と書
き、 2重マルコフ連鎖確率によって次のように定義する。
















( 2 )文節数 61 2 6文節









内に 84%の正解漢字かな交じり文節が入り、 10位までの累積正解率は 94%であった。ま
た唆昧な音節候補列からの音節漢字変換による漢字かな交じり文節の絞り込み実験では、第 1


































6 0 4 0 2 0 。
文節単位の漢字マルコフ辞書(2重)の飽和特性
p (一一大蔵省は一一)= (P 1 (一一大)+ P 2 (一大蔵)+ P 3 (大蔵省〉
十P4 (蔵省は)+ P 5 (省はー)+ P 6 (は一一)) /6 
図1
漢字かな列長で正規化する場合の例
p (一一大蔵省は一一)= P 1 (一一大)十 P 2 (一大蔵〉十P3 (大蔵省〉
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正解順位


































































































































































































































































































































(※ 1 1位は 10位内に正解のないこと示す〉
漢字かな列 正規化有 正規化無
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